
「セーフ シティ東京防災プラン」の概要 

 
■地震・風水害・火山等の防災対策を迅速に進めていくため策定する 
 2020年に向けた事業計画（計画期間：2018年度～2020年度） 

  
■東京2020大会開催を見据えた、スピード感ある防災対策の取組推進 
・2020年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催を見据え、 
 地震や風水害、火山噴火など自然災害についての防災対策の取組を、 
 スピード感を持って推進すること。 
  
■都民の理解と共感に基づく自助・共助の更なる進展 
・記載内容の「見える化」など分かりやすさを追求し、防災対策について 
 の都民の理解と共感に基づく、自助・共助の更なる進展につなげていく 
 こと。 

想定しうる災害シナリオ あらかじめ行うべき取組 

区部・多摩地域における地震 １ 建物の耐震化、更新等 

２ 住民による救出活動の展開 

３ 出火・延焼の抑制 

４ 安全で迅速な避難の実現 

５ 各種情報の的確な発信 

６ 帰宅困難者による混乱防止 

７ 円滑な避難所の開設・運営 

８ 発災後の生活を可能にする飲料水や備蓄品の確保と輸送 

９ 公助による救出救助活動等の展開 

10  迅速な復旧・復興による早期生活再建 

島しょ地域における地震 １ 島しょ地域における迅速な避難の実現 

２ 島しょ地域における備蓄品・輸送体制の確保 

島しょ地域における火山噴火 １ 島しょ地域における迅速な避難の実現 

都内各地における風水害 １ 風水害時の円滑な避難実現 

２ 浸水・土砂災害対策の充実・強化 

地震や風水害など想定し
うる「４つの災害シナリ
オ」を作成し、「災害ご
とに懸念される事態（リ
スク）」を明確化 

４つの災害で想定する事
態に備えるため、災害ご
とに「あらかじめ行うべ
き取組」を整理 

・４つの特徴により、プランの「分かりやすさ」や  
 都の防災対策の取組推進を図る。 

１／５ 

       防災対策の「見える化」等による 
       「分かりやすさ」の追求 
➣効果等の実感により、都民の理解と共感を促進 

特徴① 

       女性視点の防災対策の推進 
➣「東京くらし防災」との連携や女性視点の対策推進 

特徴② 

       火山対策や熊本地震の教訓の具体化 
       など、新たな施策を適切に反映 
➣公助としての防災対策を着実に進展 

特徴③ 

       計画的なプランの進捗管理の実施 
➣プランの進捗状況をレポートとして毎年度、都民へ報告 

特徴④ 

「自助・共助」
と「公助」で 
それぞれ 
予め行うべき 
取組を詳細に 
掲載 

「セーフ シティ東京防災プラン」について 

 策定の目的 

 プランの特徴 

 プランの構成～4つの災害シナリオと取組～ 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 「自助・共助」(都民・事業者等）と「公助」(東京都)の取組をテーマごとに整理 

 ✔ 防災施策の体系的な理解とともに、「自助・共助」の更なる取組を促進 

  公助の取組ページ  

２／５ 

 プラン掲載内容 ① 

  自助・共助の取組ページ                                            

自助・共助の取組の工程表 

2020年に向けて、都民一人ひとりの

防災の取組をレベルアップするための

工程表を提示 

グラフ等を活用 

都民意識の現状や自助・共助の取組に 

向けた参考資料等を「見える化」し、掲載 

 

  特徴① 「見える化」 
の推進 

公助の取組掲載 

具体的な目標も含めて、2020年まで

の取組内容を掲載 

 

 

 

 特徴② 女性視点の 
防災対策推進 

 特徴③ 防災対策の進展 
の適切な反映 

都民の皆さんや、地域・企業

が取り組む内容をテーマごと

に整理 
自助・共助の促進に効果的な 

取組を紹介 

※「東京くらし防災」や「東京防災」

と連動した内容を掲載 

 

 
 特徴② 「東京くらし防災」 

等との連動･連携 

公助として都が取り組む

内容をテーマごとに整理 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 防災対策等の「見える化」により、公助の取組や自助・共助の重要性の理解等を「深める」 

３／５ 

 都の施策効果をグラフ等を用いて 
 できるだけ分かりやすく提示 

  他の自治体との比較等を通じて、 
  都の防災対策の到達状況等を 
  具体的に提示 

 自助・共助等の重要性について、 
 熊本地震のアンケート結果等を 
 活用して、分かりやすく提示 

 ✔ 都の防災対策等の「見える化」による分かりやすさの追求により、 

  都民の理解や共感を深め、都の取組の推進や自助・共助の更なる進展につなげる 

 プラン掲載内容 ② 

防災対策の「効果の見える化」 防災対策の「比較視点の見える化」 「自助の重要性の見える化」 

その他、「地図情報による見える化」や「都の防災施策の展開」として無電柱化の取組や、 
乳児用液体ミルクの紹介など、様々な角度から防災対策等を「見える化」 

 特徴① 「見える化」 
の推進 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③ 工程表を示した上で、今後、毎年度の進捗状況をレポートとして公表することで、取組を促進 

４／５ 

都の毎年度の取組・到達
状況や、都民の防災意識
の変化等を、 
「進捗レポート(仮)」と
して公表 
 
➣プラン事業の計画的 
 かつスピード感ある 
 取組や、自助・共助 
 の更なる進展を促進 
 

 プラン掲載内容 ③ 

 特徴④ 計画的な 
進捗管理 

2020年度までの公助の取組を 

工程表として提示 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 「東京くらし防災」、「東京防災」など防災ブックとの連携による理解の促進 

 プラン掲載内容 ④ 

 都が発行している防災ブックである「東京くらし防災」や「東京防災」と 

 の対応関係を一覧にした「防災ブック早見表」により、女性視点の防災対策の促進や 

 相互のコンテンツを活用した防災対策の学びや理解を更に促進 

５／５ 

「東京くらし防災」、「東京防

災」の関連ページを、テーマ

別に一覧にして掲載 

 

➣関心のあるコンテンツを 

 効果的に学ぶことが可能に 

 

  特徴② 女性視点の対策 
「くらし防災」連携 


